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─ 学 会 記 事 ─

2024年 一般社団法人日本鳥学会理事会 

メール審議（2024年 2月）議事録

日時：2024年 2月 22–29日
方法：電子メール（理事会メーリングリスト）
議長：綿貫　豊（会長）
記録者：松井　晋（理事）
メール審議参加者
理事の総数　7名
理事回答数　4名
綿貫　豊（会長・代表理事），嶋田哲郎（副会長），
川上和人，松井　晋（事務局長）
監事の総数　2名
内容を確認監事数　2名　森口紗千子，関　伸一
事務局　 植田睦之（会計幹事），風間健太郎（庶務

幹事）

メール審議の成立
　定款第 35条の規定に基づき，綿貫　豊会長を議
長とする理事会メール審議を実施した．理事 4名
からの回答を得て，事務局より定款第 36条に基づ
き本審議は有効に成立した旨を伝えた．次いで，
議長は，定款第 38条の規定により，議事録署名人
は議長及び内容を確認した監事を指名すべきこと
になっている旨を説明，森口紗千子監事を指名し，
本人も承諾した．

1．審議事項
（1） 2024年東京大会の参加費の一部変更について
（大会実行委員会）
学生参加費の値下げと，オンライン聴講と発
表の値上げが承認された．

（2） 国立科学博物館で開催予定の特別展「鳥」の
後援
特別展「鳥」の後援が承認された（後援申請
書の提出が必要）．

2．意見聴取事項
（1）保護委員会の要望書修正案（鳥類保護委員会）

2023年第 4回評議員会で，文章等を改訂した
後に理事会（旧評議員会に相当）に回覧して
意見を受けたのち，保護委員会委員長名で提
出することが承認されていた海鳥の集団繁殖
地における外来種対策に関する要望書の修正
案を理事会で回覧し，理事および監事からの
意見を鳥類保護委員会に伝えた．

2024年 第 1回一般社団法人日本鳥学会 

理事会議事録

日時：20024年 3月 13日　9時 30分 –12時 25分
場所：Zoom会議
議長：綿貫　豊（会長）
記録：風間健太郎（庶務幹事），松井　晋（理事）
出席者
理事の総数　7名
出席理事数　6名
綿貫　豊（会長・代表理事），嶋田哲郎（副会長），
川上和人，高橋満彦，早矢仕有子，松井　晋（事
務局長）
監事の総数　2名
出席監事数　1名　森口紗千子
事務局　 植田睦之（会計幹事），風間健太郎（庶務

幹事）
オブザーバー　 西海　功（鳥類目録編集委員会委

員長）

開会
　定款第 35条の規定に基づき，綿貫　豊会長が議
長となり理事会を開会した．事務局より定款第 36
条に基づき，定足数について，理事 6名が出席し
ており，本日の会議は有効に成立した旨を告げた．
　次いで，議長は，定款第 38条の規定により，議
事録署名人は議長及び出席した監事を指名すべき
ことになっている旨を説明，森口紗千子監事を指
名し，本人も承諾した．

1．審議事項
（1）2023年度決算について

会計監査の報告があり，2023年度決算が承認
された．

（2）定款施行規則案
定款施行規則は文言修正を加えて最終版とし，
代議員総会の審議事項とすることが承認され
た．

（3）謝金・賃金規程案
（4）旅費規程案

謝金・賃金規程および旅費規程は文言修正後
に代議員総会での報告事項とすることが承認
された．

（5）科学研究費補助金事務にかかる運営指針案
（6）科学研究費補助金事務　会計管理細則案

科学研究費補助金事務にかかる運営指針およ
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び科学研究費補助金事務 会計管理細則は文言
修正後に確定させて，代議員総会での報告事
項とすることが承認された．

（7）選挙システム検討WGの立ち上げについて
選挙システム検討WGの立ち上げが承認され
た．

（8）事務局の作業の補助について
事務局の作業の補助について今後事務局で詳
細を詰め，後日理事会で説明することとなっ
た．

2．意見聴取事項
（1）学会の支出についての注意点

謝金等支払いについて，委託，謝金，アルイ
バイトの扱いについて注意点が確認された．

（2） 今後のスケジュール（委員会規定等の改定ス
ケジュール等）
今後のスケジュールが確認された．松井事務
局長から説明があった．

3．報告事項
鳥類目録編集委員会委員長の西海氏から 24年
度 9月大会での販売に間に合うよう鳥類目録
の改定を進めていることが報告された．松井
事務局長から日本鳥学会の業務改善に向けた
取り組みについて事務局で検討を進めている
ことが報告された．

4．その他
現委員長の早矢仕理事，松井事務局長，綿貫
会長，旧委員長の川上理事により基金委の通
帳の整理手順が確認された．

5．連絡事項
第 1回代議員総会を 3月 29日に開催すること
が確認された．

2024年 一般社団法人日本鳥学会理事会 

メール審議（2024年 3月）議事録

日時：2024年 3月 23–28日
方法：電子メール（理事会メーリングリスト）
議長：綿貫　豊（会長）
記録者：松井　晋（理事）
メール審議参加者
理事の総数　7名
理事回答数　7名
綿貫　豊（会長・代表理事），嶋田哲郎（副会長），

川上和人，髙木昌興，高橋満彦，早矢仕有子，松
井　晋（事務局長）
監事の総数　2名
内容を確認監事数　2名　森口紗千子，関　伸一
事務局　 植田睦之（会計幹事），風間健太郎（庶務

幹事）

メール審議の成立
　定款第 35条の規定に基づき，綿貫　豊会長を議
長とする理事会メール審議を実施した．理事 7名
全員からの回答を得て，事務局より定款第 36条に
基づき本審議は有効に成立した旨を伝えた．次い
で，議長は，定款第 38条の規定により，議事録署
名人は議長及び内容を確認した監事を指名すべき
ことになっている旨を説明，関　伸一監事を指名
し，本人も承諾した．

1．審議事項
（1） 北海道における地域脱炭素化促進区設定への

意見書提出（鳥類保護委員会）
意見書案について理事からいくつか文言修正
が提案され，提出が承認された．

2024年 第 2回一般社団法人日本鳥学会 

理事会議事録

日時：2024年 6月 11日　13時 00分 –15時 00分
場所：Zoom会議
議長：綿貫　豊（会長）
記録者： 三上かつら（事務局補佐），風間健太郎

（庶務幹事）
出席者
理事の総数　7名
出席理事数　7名
綿貫　豊（会長・代表理事），嶋田哲郎（副会長），
川上和人，高木昌興，高橋満彦，早矢仕有子（基
金運営委員長），松井　晋（事務局長）
監事の総数　2名
出席監事数　2名　関　伸一，森口紗千子
事務局　 植田睦之（会計幹事），風間健太郎（庶務

幹事）
オブザーバー　水田　拓（旧英文誌編集委員長）

開会
　定款第 35条の規定に基づき，綿貫　豊会長が議
長となり理事会を開会した．事務局より定款第 36
条に基づき，定足数について，理事 7名が出席し
ており，本日の会議は有効に成立した旨を告げた．
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　次いで，議長は，定款第 38条の規定により，議
事録署名人は議長及び出席した監事を指名すべき
ことになっている旨を説明，関　伸一監事を指名
し，本人も承諾した．

1．審議事項
（1）黒田賞・中村司奨励賞の受賞者候補

黒田賞の受賞者として森口紗千子氏，中村司
奨励賞の受賞者として飯島大智氏を決定した．

（2） 日本鳥学会 2023年度大会（金沢大学）大会報
告について
日本鳥学会 2023年度大会の決算が承認され
た．

（3） 鳥の学校第 15回テーマ別講習会『標本製作講
習』の共催について
日本鳥学会 2024年度大会時に開催される鳥の
学校について，山階鳥類研究所との共催とす
ることが承認された．

（4） ジャパンバードフェスティバル 2024への後援
申請について
申請のあったジャパンバードフェスティバル
2024への後援について，理事会閉会後にメー
ルにて審議され 6月 14日に承認された．

2．意見聴取事項
（1）定款施行規則の改定案

一般社団法日本鳥学会の定款施行規則につい
て，代議員選挙の規則に関する項目の改定を
行うため，次の理事会において審議事項とし
て提案することとなった．

（2）英文誌のオープンアクセスについて
Ornithological Scienceのオープンアクセス化お
よび 3年間のトライアルに関し，次の理事会
において英文誌編集委員会が審議事項として
提案することとなった．

（3）学会大会参加費の目安金額の設定について
学会大会参加費の目安金額の設定，日程決定
等の方針を大会運営指針としてまとめ，次の
理事会において大会支援委員会が審議事項と
して提案することとなった．

（4）総会決議についての鳥類保護委員会の考え方
（5） 総会決議・鳥類保護委員会決議の手続きにつ

いて（内規）
（4）および（5）について次の理事会において
鳥類保護委員会が審議事項として提案するこ
ととなった．意見書等の文書提出が円滑とな
るように理事会や事務局が文書作成をサポー

トする体制について提案がなされた．
（6）学会図書の今後の管理・販売について

学会図書（和文誌，英文誌，用語集，鳥類目
録，要旨集）の保管と販売方針について，検
討を始めることが提案された．

3．報告事項
（1）理事会メール審議議事録案

理事会のメール審議についても議事録を残し
て公開することが確認された．

（2） 和文誌最新号（73巻 1号）の印刷ミスについ
て
再印刷再発行はせず，落丁部分は PDFで送
付，次号末尾にお詫びと落丁部分を掲載する
方針が確認された．

（3）日本産鳥類目録第 8版の進捗状況
9月ごろに発行できるめどがたったことが報
告された．

（4） 津戸基金によるシンポジウム公募の締め切り
変更について
津戸基金公募についても他の各賞と締め切り
を同時期にすることが確認された．

（5）今後のスケジュール
第 3回理事会は 8月ごろに開催することが確
認された．

2024年 一般社団法人日本鳥学会理事会 

メール審議（2024年 6月）議事録

日時：2024年 6月 26–27日
方法：電子メール（理事会メーリングリスト）
議長：綿貫　豊（会長）
記録者：松井　晋（理事）
メール審議参加者
理事の総数　7名
理事回答数　7名
綿貫　豊（会長・代表理事），嶋田哲郎（副会長），
川上和人，高木昌興，高橋満彦，早矢仕有子，松
井　晋（事務局長）
監事の総数　2名
内容を確認監事数　2名　森口紗千子，関　伸一
事務局　 植田睦之（会計幹事），風間健太郎（庶務

幹事）

メール審議の成立
　定款第 35条の規定に基づき，綿貫　豊会長を議
長とする理事会メール審議を実施した．理事 7名
からの回答を得て，事務局より定款第 36条に基づ
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き本審議は有効に成立した旨を伝えた．次いで，
議長は，定款第 38条の規定により，議事録署名人
は議長及び内容を確認した監事を指名すべきこと
になっている旨を説明，関　伸一監事を指名し，
本人も承諾した．

1．審議事項
（1）津戸基金によるシンポジウム公募の選考結果

基金運営委員会により選考された 2024年度津
戸基金で助成するシンポジウムが全会一致で
承認された．
テーマ： 大阪湾・海鳥っぷシンポジウム・こ

の鳥を見よ
主催者： きしわだ自然資料館（岸和田市教育

委員会）

2024年 第 1回一般社団法人日本鳥学会 

代議員総会議事録

日時：2024年 3月 29日　14時 00分 –16時 00分
場所：Zoom会議
議長：綿貫　豊（会長）
記録者：風間健太郎（庶務幹事）
出席者
代議員の総数　29名
出席代議員数　25名
綿貫　豊（会長・代表理事）・嶋田哲郎（副会長・
理事）・小田谷嘉弥・風間健太郎（庶務幹事）・亀
田佳代子・川上和人（理事）・齋藤武馬・澤　祐介
（鳥類保護委員会委員長）・白木彩子・先崎理之・
高木昌興（理事）・高橋満彦（理事）・田尻浩伸・
出口智広・永田尚志・中原　亨・西海　功（鳥類
目録編集委員会委員長）・藤田　剛・松井　晋
（事務局長・理事）・三上　修・三上（河野）かつ
ら・水田　拓・森　さやか・森口紗千子（監
事）・吉田保志子
委任状出席　2名　早矢仕有子（理事）・山口典之
監事の総数　2名
出席監事数　1名　関　伸一
事務局　 植田睦之（会計幹事），風間健太郎（庶務

幹事）

開会
　定款第 20条の規定に基づき，綿貫　豊会長が議
長となり代議員総会を開会した．事務局より第 19
条に基づき，定足数について，代議員 27名（うち
委任状 2名）が出席しており，本日の会議は有効
に成立した旨を告げた．

　次いで，議長は，定款第 22条の規定により，議
事録署名人は議長及び出席者した代議員 2名から
指名すべきことになっている旨を説明，松井　晋
代議員，風間健太郎代議員を指名し，本人も承諾
した．

1．審議事項
（1）2023年度決算について

単年度収支は 30万円ほどの赤字，特別会計は
9.6万円の赤字であることが報告され，2023
年度決算が承認された．

（2）定款施行規則案
将来的に選択しうる英文誌 OA化にともなっ
て，会員の権利が減少する可能性があること
について今後検討する必要性があることが指
摘された後，定款施行規則案が承認された．

2．報告事項
（1）謝金・賃金規程
（2）旅費規程
（3）科学研究費補助金事務にかかる運営指針
（4）科学研究費補助金事務　会計管理細則

以上 4点が報告され運用上の注意点が確認さ
れた．

（5）選挙システム検討WGの立ち上げについて
WGの立ち上げ，今後メンバーを決定して電
子投票における匿名性についての検討するこ
とが報告された．

（6） 鳥類目録改定の進捗状況（鳥類目録編集委員
会）
西海代議員（鳥類目録編集委員長）より，4/1
に暫定完成版を公開し，パブコメを受け付け，
9月に出版・販売ができる予定であることが
報告された．

（7） 地域脱炭素化促進事業の促進区域の設定に関
する環境配慮基準（素案）に関する意見書の
提出について
澤代議員（鳥類保護委員長）より，今回は保
護委員長名で意見書を提出することが報告さ
れた．

（8） 日本鳥学会の業務改善に向けた取り組み（事
務局）

（9）事務局の作業の補助について
以上 2点について，鳥類目録編集，風発WG，
図書管理，鳥類保護，広報委から業務改善希
望があったこと，今後事務局の作業補助費と
して年間 30万円あまりの支出を検討している
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ことが報告された．

3．意見聴取事項
（1） パブリックコメントの一環としての和名に関

する意見分布調査
西海代議員（鳥類目録編集委員長）より，モ
ウコメダイチドリとシナカワウの和名につい
て代議員の意見分布が調査された．

4．その他
学会の支出についての注意点および今後のス
ケジュールが確認された．

2024年度日本鳥学会黒田賞選考報告

基金運営委員会委員長
早矢仕有子

　基金運営委員会で規定・運営指針に則して研究
内容のオリジナリティ，鳥類学における重要性，
将来性などについて検討，審査の上，受賞候補者
を理事会に推薦し，下記の通り決定された．

記

受賞者：森口紗千子（日本獣医生命科学大学　獣
医学部　野生動物学研究室）

選定理由
　森口紗千子氏は，鳥インフルエンザに代表され
る鳥類の感染症に関する研究の実績を着実に積み
重ねてきた．日本における野生鳥類の鳥インフル
エンザの感染リスクマップを作成し，そのリスク
が鳥の分布や生態のあり方によって異なることを
明らかにした．さらに野生鳥類における高病原性
鳥インフルエンザの監視体制や，飼養鳥や家禽に
おける防疫体制の構築に寄与し，行政への提言を
行うなど，その社会的貢献も大きい．疫学や畜産
学などの他分野とも深く関わりながら，鳥類学の
枠に収まらない積極的な活動を行い，なおかつ鳥
類学の果たすべき社会的責任を担っている研究者
である．人畜共通感染症のパンデミックの脅威が
改めて認識された状況の中，鳥類の感染症とその
対策に関わる分野において今後も中心的な役割を
果たすことが期待される．学会においても企画委
員や監事，代議員など複数の役職を務めており，
その活動に大きく貢献している．森口氏のこれら
の研究業績や社会的貢献が高く評価された．
　なお，受賞内容は総説として日本鳥学会の学会

誌に掲載予定である．

2024年度 日本鳥学会中村司奨励賞選考報告

基金運営委員会委員長
早矢仕有子

　基金運営委員会で規定・運営指針に則して，研
究内容のオリジナリティ，鳥類学における重要性，
将来性などについて検討，審査の上，受賞候補者
を理事会に推薦し，下記の通り決定された．

記

受賞候補者：飯島大智（東京都立大学大学院　都
市環境科学研究科）

選定根拠論文：Iijima D, Kobayashi A, Morimoto G 
& Murakami M (2023) Drivers of functional and phy-
logenetic structures of mountain bird assemblages 
along an altitudinal gradient from the montane to 
alpine zones．Global Ecology and Conservation 48: 
e02689.

選定理由
　生物多様性と標高勾配の関係を探ることは，生
態学における重要なテーマである．一方で，標高
勾配に着目して，生物群集の特性やパターンおよ
びその背後にあるメカニズムを解明しようとする
研究は限られていた．
　飯島大智氏は，日本の乗鞍岳において，標高
700 mから 3,026 mに生息する鳥類の群集を調査
し，丁寧かつ徹底した分析を行った．この分析に
より，高山帯では鳥類群集の機能形質が集中傾向
を示し，低標高帯ではその傾向が見られないこと
などが明らかになった．これらの結果は，高山帯
では厳しい環境によるフィルタリングが鳥類群集
に強く働いていることを意味し，鳥類の群集集合
プロセスが標高帯によって異なることを示唆する
ものである．
　また，高標高地の鳥類群集が気候変動に対して
脆弱である可能性も指摘した．これらの結果は気
候変動などの環境問題との関連からも重要であり，
本論文は国際的な引用が期待される重要な研究と
言える．
　以上の理由から，飯島氏の研究は中村司奨励賞
が要件とする研究内容のオリジナリティ，鳥類学
における重要性，研究者としての将来性のいずれ
についても高い水準で満たすものと評価された．
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麻希
※ダイバーシティ推進ワーキンググルー
プ：堀 江 明 香（グ ル ー プ 長）・井 上　
遠・越智大介 *・北沢宗大 *・熊田那
央 *・佐藤　恵 *（オブザーバー）・藤田　
剛 *（オブザーバー）・藤原宏子 *・山本
麻希・綿貫　豊 *（オブザーバー）
*は企画委員以外のダイバーシティ推進
ワーキンググループメンバー

広報委員会：上沖正欣（委員長）・長谷川理（副委
員長）・遠藤幸子・森　さやか

学会賞選考委員会：早矢仕有子（委員長）・江田真
毅（副委員長）・一方井祐子・熊田那
央・長谷川　理・堀江明香・吉川徹朗

図書管理委員：西海　功
自然史学会連合担当：山崎剛史
名誉会員：江崎保男・大野義輝・中村浩志・樋口

広芳・藤巻裕蔵・山岸　哲
永年会員：今井光雄・宇山大樹・岡田紀夫・小澤

重雄・塚本洋三・丹羽　宏・林　武雄・
柳澤紀夫

維持会員：相原一二三・阿達裕花・大成和寛・尾
崎清明・Craig Barnett・境　友昭・塩見
洋子・塚本康浩・蔦谷文男・樋田耕治・
長嶺　隆・坂東英代・元山裕康

2024年 一般社団法人日本鳥学会理事会 

メール審議（2024年 6月）議事録

日　時：2024年 6月 26–27日
方　法：電子メール（理事会メーリングリスト）
メール審議参加者
理事の総数　7名
理事回答数　7名
綿貫　豊（会長・代表理事），嶋田哲郎（副会長），
川上和人，高木昌興，高橋満彦，早矢仕有子，松
井　晋（事務局長・議事録作成）
監事の総数　2名
内容を確認した監事数 2名　森口紗千子，関　伸
一
事務局　植田睦之（会計幹事），風間健太郎（庶務
幹事）
議長　会長　綿貫　豊

メール審議の成立
　定款第 35条の規定に基づき，綿貫　豊会長を議
長とする理事会メール審議を実施した．理事 7名
からの回答を得て，事務局より定款第 36条に基づ

き本審議は有効に成立した旨を伝えた．次いで，
議長は，定款第 38条の規定により，議事録署名人
は議長及び内容を確認した監事を指名すべきこと
になっている旨を説明，関　伸一監事を指名し，
本人も承諾した．

1．審議事項
（1）津戸基金によるシンポジウム公募の選考結果
　基金運営委員会により選考された 2024年度津戸
基金で助成するシンポジウムが全会一致で承認さ
れた．
テーマ： 大阪湾・海鳥っぷシンポジウム・この鳥

を見よ
主催者： きしわだ自然資料館（岸和田市教育委員

会）

2024年 一般社団法人日本鳥学会理事会 

メール審議（2024年 7月）議事録

日　時：2024年 7月 18–22日
方　法：電子メール（理事会メーリングリスト）
メール審議参加者
理事の総数　7名
理事回答数　7名
綿貫　豊（会長・代表理事），嶋田哲郎（副会長），
川上和人，高木昌興，高橋満彦，早矢仕有子，松
井　晋（事務局長・議事録作成）
監事の総数　2名
内容を確認した監事数 2名　森口紗千子，関　伸
一
事務局　植田睦之（会計幹事），風間健太郎（庶務
幹事）
議長　会長　綿貫　豊

メール審議の成立
　定款第 35条の規定に基づき，綿貫　豊会長を議
長とする理事会メール審議を実施した．理事 7名
からの回答を得て，事務局より定款第 36条に基づ
き本審議は有効に成立した旨を伝えた．次いで，
議長は，定款第 38条の規定により，議事録署名人
は議長及び内容を確認した監事を指名すべきこと
になっている旨を説明，森口紗千子監事を指名し，
本人も承諾した．

審議事項
（1） 世界自然遺産・知床における携帯電話基地局

と太陽光パネルの設置計画の中止を求める意
見への賛同について
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　日本環境会議より発出された世界自然遺産・知
床における携帯電話基地局と太陽光パネルの設置
計画の中止を求める意見書について，日本鳥学会
でも本意見書の趣旨に賛同することを鳥類保護委
員会の委員長名で表明することが全会一致で承認
された．

2024年 一般社団法人日本鳥学会理事会 

メール審議（2024年 10月）議事録

日　時：2024年 10月 23–28日
方　法：電子メール（理事会メーリングリスト）
メール審議参加者
理事の総数　7名
理事回答数　7名
綿貫　豊（会長・代表理事），嶋田哲郎（副会長），
川上和人，高木昌興，高橋満彦，早矢仕有子，松
井　晋（事務局長・議事録作成）
監事の総数　2名
内容を確認した監事数 2名　森口紗千子，関　伸
一
事務局　植田睦之（会計幹事），風間健太郎（庶務
幹事）
議長　会長　綿貫　豊

メール審議の成立
　定款第 35条の規定に基づき，綿貫　豊会長を議
長とする理事会メール審議を実施した．理事 7名
からの回答を得て，事務局より定款第 36条に基づ
き本審議は有効に成立した旨を伝えた．次いで，
議長は，定款第 38条の規定により，議事録署名人
は議長及び内容を確認した監事を指名すべきこと
になっている旨を説明，関　伸一監事を指名し，
本人も承諾した．

審議事項
（1） 上関使用済み核燃料施設建設の要望書連名に

ついて
　鳥類保護委員会の委員長が他学会の保全委員会
の委員長と連名で，上関使用済み核燃料施設建設
に関する要望書を関係各所に提出することが全会
一致で承認された．

2024年 第 3回一般社団法人日本鳥学会 

理事会議事録

日　時： 2024年 8月 21日（水）17時 00分 –19時
20分

場　所：Zoom会議

出席者
理事の総数　7名
出席理事数　6名
綿貫　豊（会長・代表理事），嶋田哲郎（副会長），
川上和人，高木昌興，早矢仕有子（基金運営委員
長），松井　晋（事務局長）
監事の総数　2名
出席監事数　1名　関　伸一
事務局　植田睦之（会計幹事），風間健太郎（庶務
幹事・議事録作成）
事務局補佐　三上かつら（議事録作成）
オブザーバー　上野裕介（英文誌編集委員会委員
長），堀江明香（企画委員会・ダイバーシティ推進
WG代表），上沖正欣（選挙システム検討WG長，
選挙管理委員会委員長）・澤　祐介（鳥類保護委員
会委員長）
議長　会長　綿貫　豊

開会
　定款第 35条の規定に基づき，綿貫　豊会長が議
長となり理事会を開会した。事務局より定款第 36
条に基づき，定足数について，理事 6名が出席し
ており，本日の会議は有効に成立した旨を告げた。
次いで，議長は，定款第 38条の規定により，議事
録署名人は議長及び出席した監事を指名すべきこ
とになっている旨を説明，関　伸一監事を指名し，
本人も承諾した。

1．審議事項
（1）英文誌のオープンアクセスについて
　日本鳥学会英文誌（Ornithological Science誌）の
オープンアクセス化について，UniBioPressのダイ
ヤモンド・トライアルプランに参加することが承
認された．
（2）定款施行規則の改正案
　日本鳥学会の代議員選挙に関する定款施行規則
について，名称の修正や，代議員選挙とその定員
数，首席代議員選出のシステムに関する改正案が
承認された．これにより，本件は代議員総会での
審議事項となった．
（3）委員会規程等の改正案
　法人移行にともなう各委員会（基金運営委員を
除く，別項）の委員会規程の改正案が承認され，
本日より施行となった．

2．意見聴取事項
（1）基金運営委員会関連の規程改正案
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　基金運営委員会の規程改正案構築に伴い，語句
の用法，委員会の役割，資金の管理方法等を含む
再構築案が議論されている旨が報告された．

3．報告事項
公正な選挙システムの検討
　鳥学会の選挙システムに関し，選挙システム検
討WGにより，秘匿性と公正性の担保について複
数の方法を対象に比較検討が行われた結果，2025
年の選挙でも現行通り春恒社のマイページを使っ
た電子システムで選挙を行うこと，および定款施
行規則に投票履歴を含む個人情報の受け渡し禁止
を明記することが提案された．本理事会での承認
を経て，次の代議員総会に諮られることとなった．
学会決議についての鳥類保護委員会の考え方
学会決議・鳥類保護委員会決議の手続きについて
（内規）
　鳥類保護に関する決議を 2つの方法で発出でき
る等を含む鳥類保護委員会の考え方，および手続
きについての内規の改正案について報告がなされ
た．これらの内容はウェブサイトで 8月 21日を以
て公開されている．
ダイバーシティ推進ワーキンググループの取り組
み
　2024年 1月に発足したダイバーシティ推進ワー
キンググループのメンバーと現在と今後の活動状
況について報告があった．9月の年次大会中に行
われるランチョンセミナーに関連し，一般会計由
来の委員会裁量予算の使い方も含めた討議がなさ
れ，事後評価とルール整備の必要性が提案された．
日本鳥学会大会運営指針（大会支援委員会）
　植田大会支援委員長から，大会運営指針，参加
費の目安，2年ごとの参加費の見直し等に関する
説明がなされた．
（6）2026年度年次大会開催地
　植田大会支援委員長から，現状についての情報
提供あり，詳細は後日改めて報告がある予定．
（7） レタープレス和文誌 73巻 1号の印刷ミスのお

詫びと対策
　松井事務局長より，和文誌の落丁についてレ
タープレスからのお詫びに関する説明がなされた．
落丁で掲載されなかった著者らへの個別の説明が
必要．

4．その他
　世界遺産知床に携帯基地局の建設問題について，
日本鳥学会として建設見直し意見に賛同し，声明

発表に加わった．
　総務省統計局からアンケート，事務所の総売り
上げとか資本金のアンケートについて，植田会計
幹事への相談依頼があった．

5．連絡事項
　臨時代議員総会は 2024年 8月 28日に開催され
ることが確認された．

2024年 第 4回一般社団法人日本鳥学会 

理事会議事録

日　時： 2024年 12月 10日（火）15時 00分 –17
時 50分

場　所：Zoom会議
出席者
理事の総数　7名
出席理事数　6名
綿貫　豊（議長・代表理事）・嶋田哲郎（副会長），
川上和人，髙木昌興，早矢仕有子（基金運営委員
長），松井　晋（事務局長）
監事の総数　2名
出席監事数　2名　関　伸一，森口紗千子
事務局：植田睦之（会計幹事）
事務局補佐　三上かつら（議事録作成）
議長　会長　綿貫　豊

開会
　定款第 35条の規定に基づき，綿貫　豊会長が議
長となり理事会を開会した．事務局より定款第 36
条に基づき，定足数について，理事 6名が出席し
ており，本日の会議は有効に成立した旨を告げた．
次いで，議長は，定款第 38条の規定により，議事
録署名人は議長及び出席した監事を指名すべきこ
とになっている旨を説明，森口紗千子監事を指名
し，本人も承諾した．

1．審議事項
（1） 旧任意団体の各基金から法人が引き継ぐ金額

について
　旧任意団体日本鳥学会の各基金から一般社団法
人日本鳥学会が寄付金として引継ぐ金額が承認さ
れた．
（2） 基金運営委員会の名称変更および規定類の改

正について
　基金運営委員会の名称を学会賞選考委員会に変
更することが承認され，一般社団法人日本鳥学会
の寄附金等に関する規程（旧基金運用規定），学会
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賞選考委員会規程（旧基金運営委員会規定），内田
奨学賞規程（旧内田奨学賞規定），黒田賞規程（旧
黒田賞規定），中村司奨励賞規程（旧中村司奨励賞
規定）の改正が承認された．
（3）2025予算案
　理事会からのコメント（条件）付きで予算は承
認された．
（4） 功労賞（仮）設置検討グループの設立につい

て
　鳥学に関する応報の提供などへの貢献をたたえ
る「功労賞（仮）」を設置することを検討する功労
賞（仮）設置検討グループの設立が承認された．
（5）2025年度札幌大会の参加費について
　大会参加費の金額が承認された．
（6） 和文誌オープンアクセスの検討のための学会

員アンケートのお願い
　和文誌委員会よる和文誌のオープンアクセス
（OA）化に関するアンケートの実施が承認された．
（7）2025年度事業計画案
　2025年度事業計画が承認された．
（8）各種委員会の新任・退任
　各種委員会の新任者が承認され，退任者につい
て報告された．
（9） 「第 2回オガサワラカワラヒワ保全計画作り

ワークショップ（本大会）」後援
　第 2回オガサワラカワラヒワ保全計画作りワー
クショップ（本大会）の後援が承認された．

2．意見聴取
　以下（1）–（4）について意見交換を行った．
（1） 運営に参加してもらえる若手会員のリクルー

ト
（2）大会プログラム作成の負担軽減について
（3） 自由集会の多様化に伴うミニシンポ（ワーク

ショップあるいは企画集会）枠の作成
（4）国際シンポジウムについて（韓国，中国）
（5）春恒社での学会誌の保管と廃棄について
　和文誌と英文誌の在庫保管，販売，在庫処分の
ルールを決めて実施していくことになった．

3．報告事項
　英文誌編集委員会では学会公式アドレス os-
admin@ornithology.jpの運用を 12月から運開始し
た．

2024年 一般社団法人日本鳥学会 

臨時代議員総会議事録

日　時：2024年 8月 28日 17時 00分 –19時 20分
場　所：Zoom会議
出席者
代議員の総数　29名
出席代議員数　25名
綿貫　豊（代表理事，会長）・嶋田哲郎（理事，副
会長）・小田谷嘉弥・笠原里恵・風間健太郎　（庶
務幹事・議事録作成）・片山直樹・川上和人（理
事）・齋藤武馬・澤　祐介（鳥類保護委員会委員
長）・白木彩子・高木昌興（理事）・高橋満彦（理
事）・田尻浩伸・出口智広（和文誌編集委員会委員
長）・中原　亨・西海　功（鳥類目録編集委員会
委員長）・藤田　剛・松井　晋（理事，事務局
長）・三 上　修・三 上（河 野）か つ ら・水 田　
拓・森　さやか・森口紗千子（監事）・山口典
之・吉田保志子
委任状出席　3名　亀田佳代子・先崎理之・早矢
仕有子（理事）
監事の総数　2名
出席監事数　2名　関　伸一・森口紗千子
各種委員会　上野裕介（英文誌編集委員会委員
長）・金井　裕（日本産鳥類記録委員会副委員
長）・佐藤　望（企画委員会委員長）・上沖正欣
（広報委員会委員長，選挙システム検討WG長，選
挙管理委員会委員長）・堀江明香（基金運営委員会
委員，企画委員会ダイバーシティ推進WG代表）
事務局　植田睦之（会計幹事，大会支援委員会委
員長）
事務局補佐　三上かつら（議事録作成）
議長　会長　綿貫　豊

開会
　定款第 20条の規定に基づき，綿貫　豊会長が議
長となり代議員総会を開会した．事務局より第 19
条に基づき，定足数について，代議員 29名のうち
28名（うち委任状 4名）が出席しており，本日の
会議は有効に成立した旨を告げた。次いで，議長
は，定款第 22条の規定により，議事録署名人は議
長及び出席者した代議員 2名から指名すべきこと
になっている旨を説明，後日白木彩子代議員，三
上　修代議員を指名し，本人も承諾した．

1．議題
（1）定款施行規則の改正案（事務局）
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　松井事務局長から代議員選挙に関する定款施行
規則の改正案について説明がなされた．審議のう
え，選挙の匿名性に関する第 16条の文言について
のみ再度整理し，代議員間でメール審議とするこ
ととなったが，それ以外の部分は承認された．ま
た会長選挙については，会員に向けたわかりやす
い説明資料の必要性が挙げられた．
　なお，本議題（定款施行規則の改正案）につい
て，2024年 9月 1日 –7日にかけて代議員メーリ
ングリスト上にてメール審議がなされた．事務局
より以下のか所の変更案が提案され，27名からの
賛成票を得て承認された．
・下記，第 16条全体を削除
第 16条　 すべての学会員は代議員選挙における各

有権者の投票内容が特定可能な受け渡し
を行ってはいけない．

・第 6条に以下のように新たに第 2項を建てる
第 6条　 代議員の選出は，電子媒体又は郵送を用

いて行う選挙による．
2　 前項の選挙における投票の秘密は，これを侵し
てはならない．何人も，投票の秘密を侵す情報
や電子記録等を要求したり，受け渡したりして
はならない．

2．意見聴取事項
（1） 基金運営委員会関連の規程改正案（基金運営

委員会）
　綿貫会長および松井事務局長から説明があった．
基金という語を変更する必要性があること，これ
を機に，委員会規程を見直し，賞の選定と会計を
分ける案，寄付金の扱い，口座の使い方など，運
営方法等の整備を図りたい旨が説明された．今回
は意見を聴取し，次の理事会で規程改正案を審議
する予定．

3．報告事項
（1） 公正な選挙システムの検討（選挙システム検

討WG）
　綿貫会長と上沖選挙システム検討WG長から説
明があった．定款施行規則に文言を含める，とい
うことは認められたが，文言の表記については後
日メール審議がなされる予定．質問は特になかっ
た．
（2）各種委員会等報告（各委員会・WG代表者）
※ 各委員会の委員の信任・退任は第 4回理事会の
議題になる予定
　英文誌編集委員会報告：上野英文誌編集委員長

より，英文誌の編集状況，投稿数，電子版のアク
セス状況，UniBioPressを通じた売り上げ，IF等に
ついて報告がなされた．英文誌のオープンアクセ
スについて，オープンアクセス化の流れは避けら
れない時勢であること，BioOneが資金を負担し
オープンアクセスの 3年間トライアルを始めると
いうシステムに参加打診があったので，委員会と
理事会で審議を行ない，トライアルに参加するこ
とになった．

和文誌編集委員会報告
　藤田和文誌編集委員より，発行状況，Editor’s 
Choice，投稿数，J-stageでのアクセス状況等につ
いて説明がなされたレタープレスの印刷ミスにつ
いて，状況と背景が説明され，刷り直しはしない
が，会員MLで全員にお知らせ，PDFを配布，和
文誌次号に訂正とお詫びを掲載するという対応を
した報告があった．また，和文誌でもオープンア
クセス化について議論されており，可能な限りOA
化を目指す．ただし，和文誌特有の事情も踏まえ，
具体的な方法としてはいまのところは検討中と報
告された．いずれ提案がなされる予定．

鳥類保護委員会報告
　澤鳥類保護委員長より本年度の活動について報
告があった．報告内容は 3件の意見書，賛同を表
明した文書を提出．知床の携帯基地局建設問題に
ついては，非賛同を示し，浦副委員長が記者会見
に出席．報告書はウェブサイトで公開され，SNS
でも発信されている．フォローアップ，新任者に
ついても報告があった．また，風間風発等対応
WG長より，陸上風発にかかるアセスのガイドラ
イン整備が進行中であることが報告されあった．
また，学会決議についての鳥類保護委員会の考え
方，および学会決議・鳥類保護委員会決議の手続
きについて（内規）について，これら 2種類の決
議の手順とスケジュールに関する説明があり，理
事会で承認されたのでウェブ上に公開済みである
ことが報告された．

日本産鳥類記録委員会報告
　金井日本産鳥類記録委員会副委員長より，近況
として，記録の記載変更と整理，新しい文献の収
集整理，文献作成への協力，目録 8版の編集等の
活動状況が報告された．今後の記録収集において，
文献主義の体制をどうするかを今後検討予定．
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大会支援委員会報告
　植田大会支援委員長から，法人化で会計が変わ
る必要があり，東京大会の藤田さん，田尻さんと
協力し体制づくりを行っている旨，大会参加費の
目安設定，2026年大会開催地の打診状況について
報告がなされた．日本鳥学会大会運営指針のなか
で，大会参加費の目安を決めるという点について，
5年間の収支をもとに，2年ごとに更新する，とい
う旨が明文化される．

鳥類目録編集委員会報告
　西海鳥類目録編集委員長から，鳥類目録第 8版
について，9月の東京大会で販売できる予定であ
ること，次の目録に向けて，修正点や人員体制等
について今後整えていく予定，予算案が報告され
た．京大会では，協力者との意見交換会も開催．
新任として青木さんが加わる予定．

企画委員会報告
　佐藤　望企画委員長より，活動状況について，
鳥の学校の実施，標本作成講習，2025年について
も鳥の学校を企画している旨が報告された．男女
共同参画について，イベントへの参加状況，次回
予定．今大会でのポスター賞について，3部門を
設けていることが説明された．中原企画委員より，
ポスター賞募集について，生物間相互作用が追加
されている旨の補足があった．
　ダイバーシティ推進WGの取り組みについて，
綿貫会長および堀江企画委員会ダイバーシティ推
進WG長から現状と今後の活動予定，とくに今鳥
学会大会でのランチョンセミナーの取り組みにつ
いての報告があった．

広報委員会報告
　上沖広報委員長から，活動状況について，ほぼ
例年通りだが，変更点として鳥学通信（ブログ）
をワードプレスで内製化したことが挙げられた．
その他，アクセス数．発行状況，原稿募集，につ
いて，また SNSではフォロワー数は順調に増加し
ていることなどが報告された．

基金運営委員会報告
　堀江基金運営委員から，活動状況について，例
年通り学会賞の応募を行い，選定結果が承認され
たこと，津戸基金シンポジウムについても選定結
果が承認された旨が報告された．規程の報告につ
いては検討中．津戸基金シンポジウム公募の締切

を学会賞と同じ時期に変更することが理事会で承
認済である．
（3） レタープレス和文誌 73巻 1号の印刷ミスのお

詫びと対策
　和文誌の項で説明済み．
（4）2025年度大会開催について
　高木大会会長から，現状について報告があった．
大会会長は早矢仕，高木両氏，大会実行委員長は
北大博物館の江田真毅氏が決定しており，その他
は調整中である．
（5）会員動向
　松井事務局長より，会員動向について，微増で
あること，会員総会でも報告予定であることが報
告された．

4．連絡事項
　東京大会の会員総会でも各委員会等の代表者か
ら簡潔にご報告願う．

和文誌編集委員会報告

1）　発行状況
　73巻 1号を 2024年 5月に，73巻 2号を 2024年
10月に発行した．Editor’s Choice「注目論文」は
それぞれ，高橋祐亮さんたちによる「農耕地帯で
繁殖するチュウヒの狩り場環境選択」と，北川達
朗さんたちによる「オオセグロカモメによるカモ
メ属雛捕食の個体差とその影響」に決まった．

73巻 1号（5月）　 原著 7，短報 1，観察記録 7
73巻 2号（10月）　原著 3，短報 2，観察記録 2

2）　投稿・編集状況
　今年の編集状況は，下表のとおりである．投稿
数は原著論文と短報，観察記録のいずれも順調で
ある．今年投稿された原稿はすべてこのシステム
から投稿されている．

総説 原著 短報 技術報告 観察記録

繰越し 0  5 4 0  5

投稿 3 10 3 0 12

受付 3  8 2 0 10

受理 2  7 3 0  6

編集中 1  5 2 0  9

不受理 0  1 1 0  0

3）　J-stage搭載電子版のアクセス
　J-stageにおける過去 1年間（2023年 1月 –12月）
の和文誌掲載論文（2006年第 55巻 1号 –2024年
第 73巻 1号）に対する全文 PDFアクセス数を調
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べた．国別内訳は日本が最も多く 63,975件
（80％），次いでアメリカが 10,824件（14％），中
国が 904件（1.1％），ドイツが 704件（0.8％），フ
ランスが 532件（0.6％）だった．国外からのダウ
ンロードの比率は，24％（2019），26％（2020），
31％（2021）と徐々に上昇していたが，その後，
27％（2022），19％（2023）と減少した．ダウン
ロード数上位 20の種別は総説 13，原著論文 4，短
報 2，観察記録 1で，被引用数は過去に出版され
たものほど多くなっていた．

（和文誌編集委員長）

英文誌編集委員会報告

1）　発行状況
　第 23巻 1号（原著 2編，短報 4編）を 2024年
1月に，2号（原著 4編，総説 1編，短報 2編）を
9月に発行した．Editor’s Choiceはそれぞれ Toru 
NAKAHARA氏らによるシロガシラの日本本土へ
の生息域の拡大に関する論文と，Nao NAGATANI
氏らによるヒナ飼育中のウトウのエネルギー消費
量に関する論文とした．
2）　編集状況

2024年 1月 –12月
総投稿数　43（前年比 1.26倍）
受理数　7　採択率　41.2％［受理数／（総投
稿数－審査中数－取り下げ数）］
審査中　25
取り下げ　1
却下数　9（うち編集委員会却下数　9）

　前年に比べ投稿数は増加したが，昨年同様，査
読まで回らず編集委員会内の審査で却下された論
文も多かった．完全オンライン化や OA化トライ
アル参加について広報し，投稿数の増加を図ると
ともに，投稿論文の質の底上げが引き続き重要な
課題である．
3）　その他
　2023年 7月 –2024年 6月の電子版アクセス状況
は，資料トップへは昨年比 3％減の 6,067件，全文
PDFへは 28％増の 21,324件であった．2023年の
インパクトファクターは 0.5（Ornithologyカテゴ
リ 29誌中 22位）で，昨年に比べ IFは低下し，順
位は上昇した（この 3年間の推移は 0.795→ 
0.600→ 0.5）．24号からは，BioOneのオープンア
クセス化トライアル（3年間）に参加し，試行的
に全論文をオープンアクセス化する予定．

（英文誌編集委員長）

鳥類保護委員会報告

1）　過去の決議にかかる案件の現状について
　「（仮称）苫東厚真風力発電事業に対する事業中
止要望書（2021年 11月 25日発出）」のフォロー
アップとして，日本鳥学会が要望書提出時に共同
記者発表を行った地元の市民団体「ネイチャー研
究会 inむかわ」が実施する事業中止を求める署名
活動への広報協力を行った．
2）　総会決議の申し込み及び委員長名要望書につ
いて
　2024年 8月の代議員総会にあたっての決議案の
申し込みはなかった．鳥類保護委員長名での意見
書・要望書等の文書として以下の 4件を発出した．

2024年 4月 18日付　地域脱炭素化促進事業の
促進区域の設定に関する環境配慮基準（素案）
に関する意見書

2024年 5月 10日付　海鳥の集団繁殖地におけ
る外来哺乳類対策を求める要望書

2024年 7月 22日付　世界自然遺産・知床にお
ける携帯電話基地局と太陽光パネルの設置計
画の中止を求める意見への賛同について

2024年 12月 12日付　「瀬戸内海（上関）にお
ける中国電力の使用済み核燃料中間貯蔵施設
建設計画」に関する要望書（本会他 6学会と
連名）

3）　風力発電等対応WGの活動について
　WG長から「洋上風力発電建設にかかる環境ア
セスメントガイドライン」に関する作成・承認・
公開及び自由集会開催について，これまでの経緯
と今後の日程状況の説明が行われた．同ガイドラ
インは 2023年度総会で報告され承認された．「風
力発電の導入についての日本鳥学会の基本的な考
え方」とともに，鳥学会ウェブサイトのトップ
ページで公開されている．
4）　保護委員会規定改定について
　鳥学会の一般社団法人化に伴い，「総会決議につ
いての鳥類保護委員会の考え方」及び「総会決
議・鳥類保護委員会決議の手続きについて（内
規）」を改訂した．
5）　委員の退任・新任について
　須藤明子氏，守屋年史氏が 2025年から新任と
なった．

（鳥類保護委員長）

日本産鳥類記録委員会報告

　日本産鳥類記録委員会は，2024年度において以
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下の活動を行った．委員会はオンラインにて開催
した．
1）　目録第 7版の記述事項に関する質問への対応
　目録第 7版の記述のうち，各地の生息記録に関
する一般，もしくは他委員会からの質問に答える
ための文献資料等の確認作業．
2）　目録の記載変更根拠資料の整理
　目録 6版から 7版への記載変更の根拠文献や情
報の確認を行い，資料として整理する．
　上記 2項目は，目録 8版の記録整理のため目録
編集委会の共通業務として実施した．具体的には，
目録 8版原稿へのパブリックコメントとして収集
された地方の分布記録の確認と目録への記載の適
否の判断を委員間の協議により実施した．
3）　日本産鳥類の記録文献収集および整理
　稀種の記録，各地鳥類相，標本目録等の記述が
掲載されている，日本産鳥類の記録に関する文献
の収集と整理を行った．これらは今まで同様，あ
る程度まとまりがついたところで，随時和文誌上
に公表していく予定である．
4）　日本における鳥類の記録収集と整理
　未だ文献化されていない日本産鳥類の記録（イ
ンターネット上に公表された記録，個人的伝聞に
よる記録など）についての情報の収集と整理を
行った．
5）　日本産鳥類の記録に関する文献作成への協力
　当委員会の委員を通して要請があった場合に
限って，目録，報告書，論文の作成時に過去の記
録などが明らかでない場合に，その探索と提供を
行った．

（日本産鳥類記録委員長）

目録編集委員会報告

　目録第 8版出版に向けた編集作業は，分類と記
録それぞれの委員会で適宜オンライン会議をもち
進めてきたが，目録委員会全体ではオンライン会
議を 1月 15日，3月 1日，3月 21日，5月 31日，
7月 25日，8月 8日，8月 27日の計 7回開催して
編集作業等を進め，9月 13日に出版することがで
きた．東京大会で販売を開始し，9月 14日には地
域協力者およびその他の協力者との意見交換会を
もち，第 8版の総括と第 9版に向けての議論を開
始した．12月 26日には東京上野でハイブリッド
会議をもち，2025年度の作業目標を次の通り話し
合った．第 8版についての正誤表作成，分類と和
名についての解説作成，質問対応をおこなう．ま
た今後の分類等の変更を 10年後ではなくより頻度

高く公表していく方法や頻度について具体化をお
こなう．さらに来年度以降に向けた委員のさらな
る強化を検討する．

（目録編集委員長）

企画委員会報告

1）　鳥の学校
　日本鳥学会 2024年度大会にあわせて鳥の学校
（第 15回テーマ別講習会）「標本製作講習」を開催
した．
2）　ダイバーシティ推進ワーキンググループ
　2024年 1月，委員会内に新規ワーキンググルー
プとして設立された．2024年度大会にあわせてダ
イバーシティランチョンセミナーを開催した．第
22回男女共同参画学協会連絡会シンポジウム
（2024年 10月 12日，オンライン開催）に委員 9
名が参加した．男女共同参画学協会連絡会定時総
会と運営委員会に委員が参加した．
3）　日本鳥学会ポスター賞の実施
　2024年度大会にあわせて第 8回日本鳥学会ポス
ター賞を実施した．「①繁殖・生活史・個体群・群
集・生物間相互作用」「②行動・進化・形態・生
理」「③生態系管理／評価・保全・その他」の 3部
門に対して各 1名の受賞者を選定し，公表した．

（企画委員長）

広報委員会報告

1）　ウェブサイトの更新
　事務局，各委員会などから月に数件の更新依頼
があり，ほぼ数日以内に処理できている．アクセ
ス解析によると 1日に約 1,500件（45,000件／月）
の訪問がある．閲覧数が多いのは鳥学通信，日本
鳥類目録，リンク・研究室情報のページとなって
いる．鳥類目録発行のためか，アクセス数は昨年
の約 2倍程度となっている．
2）　鳥学通信の発行
　掲載記事案を共有し，原稿依頼を委員間で分担
して行っている．平均月 2報以上の目標を達成で
きており，アクセス解析によると 1日に約 150件
（4,500件／月）の訪問がある．年次学会や研究活
動の様子などを学会内外にアピールするための，
貴重なプラットフォームとなっている．
3）　広報委員会運営 SNSの運用状況
　Facebookと X（Twitter）で，鳥学通信の新規記
事，大会事務局や学会事務局からのお知らせの一
部を配信している．フォロワー数は両 SNSとも昨
年から増加し，2024年 12月現在 Facebookが約
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3,000名（約 300名増），X（Twitter）が約 6,000名
（約 2,000名増）となっており，鳥学会の活動内容
を一般へ広報する重要な役割を果たしている．
4）　2024年度大会へのウェブサイトとメールアド
レスの提供
　大会実行委員会からの要請に基づき，大会ウェ
ブサイト用のテンプレートとサーバースペース，
大会事務局用メールアドレスを提供した．

（広報委員長）

基金運営委員会報告

1）　2024年度学会賞
　黒田賞は森口紗千子氏，中村司奨励賞は飯島大
智氏を受賞候補者として選定し，理事会で承認さ
れた．内田奨学賞は対象者がなかった．詳細は前
号（日本鳥学会誌 73巻 2号）で報告済み．
2）　2024年度津戸基金助成
　3件の応募の中から，風間美穂氏を候補者とし
て選定し，理事会で承認された．詳細は前号（日
本鳥学会誌 73巻 2号）で報告済み．
3）　2025年度学会賞等募集
　黒田賞，内田奨学賞，中村司奨励賞の募集を開
始した．津戸基金によるシンポジウム開催助成，
および，伊藤基金による IOC2026参加補助金の募
集を開始した．

（基金運営委員長）

大会支援委員会報告

1）　2023年度金沢大会の支援
　大会報告・決算・監査のサポートを実施した．
2）　2024年度東京大会の支援
　法人化されての最初の大会ということで，特に
会計処理の方法など実行委員とともに新たな体制
構築を進めた．
3）　2025年度札幌大会の支援
　実行委員会に対して，情報提供等を行った．
4）　2026年度大会の検討
　大会開催の打診を行なった．大学との調整がで
きていないのでまだ公表できないが，開催の内諾
は得ることができている．
5）　大会参加費の目安金額を策定
　法人化により，大会予算の決定時期が早まった
こと，大学の施設予約を早期にすることが難しく
なっている．そのため予算作成をこれまで通り作
成するのが難しくなっていることなどから，過去
の大会収支をもとに参加費の目安を決め，それで
予算をつくることを「大会運営指針」で定め，理

事会の承認を得た．
（大会支援委員長）

会員動向

2025年度会員数（2024年 12月 31日現在）1,289
名：北海道 145，東北 91（青森 14，岩手 19，宮城
33，秋田 11，山形 7，福島 7），関東 490（茨城
54，栃木 15，群馬 12，埼玉 60，千葉 86，東京
172，神奈川 91），中部 218（新潟 38，富山 6，石
川 22，福井 9，山梨 13，長野 40，岐阜 14，静岡
14，愛知 47，三重 10），近畿 164（滋賀 20，京都
28，大阪 61，兵庫 39，奈良 11，和歌山 5），中国
57（鳥取 2，島根 8，岡山 16，広島 18，山口 13），
四国 28（徳島 5，香川 8，愛媛 10，高知 5），九州
71（福岡 24，佐賀 3，長崎 9，熊本 11，大分 5，
宮崎 8，鹿児島 11），沖縄 19，海外 6

新入会員

青木楓太，青山昇平，浅井美紅，安部琴子，荒井
颯太，新井将貴，荒木和葉，飯島杏香，石川弘樹，
石坂克之，石若直人，今田弓女，祝前博明，上住
尚志，上原文弥，梅村幸稔，江島悠音，大坂谷紗
羅，大塚葉子，大西一生，大西侑生，大平昌史，
岡村早紀，岡村悠太郎，小田中楽斗，小野朝都，
海瀬　慧，角野歩夏，加地啓子，加藤銀次，門脇
健太，加納彩海，河村佳世，川村宙乃也，韓　智
仁，神崎雅功，喜多村珠妃，狐崎佐和子，草場友
貴，倉部鈴美，小久保雅之，小久保守晃，後藤義
仁，五枚橋大祐，小峰浩隆，齋藤匡浩，坂井　充，
佐々木　淳，佐藤　丞，佐藤初海，佐藤悠子，佐
藤遼太朗，Sang-Min Jung，史　国棟，清水　理，
清水花衣，清水智帆，下山　慶，周戸大季，末田
晃太，菅澤颯人，杉川遥菜，鈴木泰生，鈴木利幸，
鈴木遼太郎，相馬　司，髙橋啓介，髙橋このか，
竹野祥子，多田英里，田中沙季，中田知伸，田上
結大，Dae Han Cho，津島ゆかり，角田嘉弘，時
田幸之輔，外岡　隼，内藤想他，永井ひかる，長
野百々花，中森大地，西　亮憲，西川　樹，丹羽
想樹，沼澤由芽，野口裕加里，野間隆太郎，畑山
優香，葉山寛太，原山法大，久野真純，平井　凱，
平野真珠，深水　彩，堀内　晴，増田寿成，松井
和樹，松浦志穂，松本航汰，松山侑樹，丸田裕介，
三上　花，宮沢栄司，三好正幸，森下功啓，森嶋　
茜，森野千里，山崎浩子，横山幸奈，横山凌汰，
芳川真悠，吉川　翠，吉田篤司，吉田壮志，林　
大利，脇坂啓子，和田京介，渡辺伸一，亘　悠哉，
カールツァイス株式会社


